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図２ 各機械の長さ測定誤差の比較結果 
（上：X軸、下：Y軸） 

そだてる研究室事業 

図１ ５軸マシニングセンタでの機上計測 
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 マシニングセンタとタッチプローブを用

いた加工機上計測において、長さ測定誤差

の大きさや、測定の繰返し範囲が分からな

いことが課題でした。 

 

 

 
３軸マシニングセンタと５軸マシニング

センタ及び三次元測定機（CMM）でそれぞ

れの X軸、Y軸と平行に設置した基準器

（チェックマスタ）の長さを測定し、測定

誤差を比較しました（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

チェックマスタを測定した結果、３軸マ

シニングセンタの長さ測定誤差は 50μｍ以

下で、５軸マシニングセンタでは 10μｍ以

下でした。また、繰返し範囲は両マシニン

グセンタとも 1.0μｍでした。また、両マシ

ニングセンタともＹ軸に比べＸ軸の測定誤

差が大きいことが分かりました（図２）。 

参考のため、加工機の運動精度を測定で

きるボールバーを使用し、X軸と Y軸の違

いを比較したところ、両マシニングセンタ

とも、Y軸に比べＸ軸の真直度等のズレが

大きく、長さ測定誤差の結果と傾向が一致

することが分かりました。 
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